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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第167期

第１四半期
連結累計期間

第168期
第１四半期
連結累計期間

第167期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

自 2021年４月１日
至 2021年６月30日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 (千円) 10,213,747 9,886,327 40,153,086

経常利益 (千円) 375,092 457,816 2,623,180

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 42,466 458,766 1,246,576

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 190,363 2,160,201 1,433,910

純資産額 (千円) 36,666,273 40,643,201 38,739,997

総資産額 (千円) 186,103,578 209,344,475 205,099,710

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 1.30 13.69 37.95

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 9.3 9.6 9.3
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を

適用した後の指標等となっています。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

 

また、主要な関係会社の異動は以下のとおりです。

 

(１) 外航海運業

　当第１四半期連結会計期間において、M&I HARMONY S.A.は清算手続きが完了したため、連結の範囲から除外してい

ます。

 

(２) ホテル関連事業

　主要な関係会社の異動はありません。

 

(３) 不動産賃貸業

　主要な関係会社の移動はありません。

 

　以上の結果、2021年６月30日現在では、当社グループは、当社、連結子会社19社および関連会社14社により構成さ

れることになりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。なお、重要事象等は存在していません。　

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当社グループ外航海運業部門は、前連結会計年度に竣工・取得した船舶の稼働増に加えて、タンカー１隻の新規

稼働もあり、売上高は9,156百万円（前年同四半期比12.8％増）となりました。一方費用面では、前年同四半期比で

入渠費用が減少したことにより、外航海運業利益は1,129百万円（前年同四半期比57.4％増）となりました。

ホテル関連事業部門では、新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり、売上高は603百万円（前年同四半期比

69.4％減）、ホテル関連事業損失は628百万円（前年同四半期はホテル関連事業損失286百万円）となりました。

不動産賃貸業部門は、売上高は126百万円（前年同四半期比0.4％減）、不動産賃貸業利益は78百万円（前年同四

半期比4.1％増）となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は9,886百万円（前年同四半期比3.2％減）、営業利益は579百万

円（前年同四半期比14.2％増）、経常利益は457百万円（前年同四半期比22.1％増）となり、親会社株主に帰属する

四半期純利益は特別利益の計上もあり458百万円（前年同四半期比980.3％増）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首から適用し、前第１四半期連結累計期間と収益の会計処理が一部異なりますが、影響は軽微なため、前年同四

半期との比較・分析を行っています。

 
（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産の部は、前連結会計年度末より4,244百万円増加し、209,344百万円と

なりました。これは主に船舶等の有形固定資産の増加によるものです。

負債の部は、前連結会計年度末より2,341百万円増加し、168,701百万円となりました。これは主に長期借入金の

増加によるものです。

また、純資産の部は、前連結会計年度末より1,903百万円増加し、40,643百万円となりました。これは主に非支配

株主持分の増加によるものです。

 
（３）設備の状況

当第１四半期連結累計期間に著しい変動のあった設備は次のとおりです。

セグメントの
 名称

設備の内容

投資予定金額

資金調達方法

着手及び完了予定
完成後の増加能力

 (載貨重量屯数)総額
 （千円）

既支払額
 （千円）

着手 完了予定

外航海運業 船舶 51,975,593 6,598,903
借入金および
自己資金

2019年9月 2022年12月 663千トン

 

 

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 144,000,000

計 144,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 36,000,000 36,000,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株です。

計 36,000,000 36,000,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年６月30日 ― 36,000 ― 1,800,000 ― ―
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2021年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしています。

① 【発行済株式】

   2021年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(注)１

普通株式
― ―

11,800

完全議決権株式(その他)
普通株式

359,837 ―
35,983,700

単元未満株式　　　 (注)２、３
普通株式

― ―
4,500

発行済株式総数 36,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 359,837 ―
 

(注) １　「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式です。

２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の名義書換失念株式が

1,000株含まれています。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の名義書換失念株式に係る議決権の数

が10個含まれています。

　　 ３　「単元未満株式」には、当社保有の自己株式23株を含んでいます。

 

② 【自己株式等】

  2021年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

明治海運株式会社
兵庫県神戸市中央区
明石町32番地

11,800 ― 11,800 0.0

計 ― 11,800 ― 11,800 0.0
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

 当社の四半期連結財務諸表は、「海運企業財務諸表準則（昭和29年運輸省告示 第431号）」及び「四半期連結財務

諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」とい

う。)に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2021年４月１日から2021年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、神明監査法人による四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 10,213,747 9,886,327

売上原価 8,665,562 8,364,459

売上総利益 1,548,184 1,521,868

販売費及び一般管理費 1,040,926 942,415

営業利益 507,258 579,453

営業外収益   

 受取利息 23,711 12,397

 受取配当金 30,573 34,306

 為替差益 27,283 ―

 持分法による投資利益 196,266 287,624

 雇用調整助成金 ― 273,059

 その他 158,644 127,576

 営業外収益合計 436,480 734,964

営業外費用   

 支払利息 527,093 471,391

 為替差損 ― 80,235

 デリバティブ評価損 4,016 252,255

 その他 37,535 52,718

 営業外費用合計 568,645 856,600

経常利益 375,092 457,816

特別利益   

 船舶売却益 ― 35,487

 投資有価証券売却益 ― 169,829

 特別利益合計 ― 205,316

税金等調整前四半期純利益 375,092 663,133

法人税、住民税及び事業税 244,176 434,135

法人税等調整額 △577,736 △285,883

法人税等合計 △333,559 148,251

四半期純利益 708,652 514,881

非支配株主に帰属する四半期純利益 666,185 56,115

親会社株主に帰属する四半期純利益 42,466 458,766
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益 708,652 514,881

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △14,982 △132,298

 繰延ヘッジ損益 △355,481 487,636

 為替換算調整勘定 △103,093 1,206,555

 持分法適用会社に対する持分相当額 △44,731 83,425

 その他の包括利益合計 △518,289 1,645,319

四半期包括利益 190,363 2,160,201

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △193,574 1,216,217

 非支配株主に係る四半期包括利益 383,937 943,983
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(2)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 21,117,267 19,535,437

  売掛金 476,064 238,636

  商品及び製品 23,774 23,634

  原材料及び貯蔵品 694,109 676,972

  その他 3,644,290 4,003,810

  流動資産合計 25,955,506 24,478,491

 固定資産   

  有形固定資産   

   船舶（純額） 141,496,978 145,863,855

   建物及び構築物（純額） 12,159,423 12,014,623

   土地 8,672,333 8,678,885

   建設仮勘定 5,860,705 6,658,022

   その他（純額） 493,880 464,201

   有形固定資産合計 168,683,322 173,679,589

  無形固定資産   

   その他 71,486 86,484

   無形固定資産合計 71,486 86,484

  投資その他の資産   

   投資有価証券 7,338,603 7,637,356

   長期貸付金 1,042,321 1,080,177

   繰延税金資産 921,103 997,793

   その他 1,087,367 1,384,581

   投資その他の資産合計 10,389,395 11,099,908

  固定資産合計 179,144,204 184,865,983

 資産合計 205,099,710 209,344,475
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  海運業未払金 2,027,378 1,654,243

  1年内償還予定の社債 758,000 708,000

  短期借入金 30,316,532 29,843,760

  リース債務 2,057 2,067

  未払金 851,711 389,379

  未払法人税等 338,332 442,106

  賞与引当金 46,733 75,248

  その他 4,043,514 3,845,558

  流動負債合計 38,384,260 36,960,364

 固定負債   

  社債 900,000 870,000

  長期借入金 121,313,626 125,169,475

  リース債務 2,807 2,286

  繰延税金負債 169,852 ―

  再評価に係る繰延税金負債 1,043,086 1,043,086

  引当金   

   役員退職慰労引当金 216,222 205,531

   特別修繕引当金 1,805,027 2,026,323

   引当金計 2,021,250 2,231,854

  退職給付に係る負債 370,909 374,433

  持分法適用に伴う負債 428,569 390,188

  その他 1,725,349 1,659,583

  固定負債合計 127,975,452 131,740,908

 負債合計 166,359,712 168,701,273

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,800,000 1,800,000

  資本剰余金 525,490 525,490

  利益剰余金 15,226,332 15,433,181

  自己株式 △580,595 △580,595

  株主資本合計 16,971,228 17,178,076

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 441,660 307,497

  繰延ヘッジ損益 △581,997 △375,351

  土地再評価差額金 1,906,276 1,906,276

  為替換算調整勘定 335,767 1,020,736

  その他の包括利益累計額合計 2,101,706 2,859,158

 非支配株主持分 19,667,062 20,605,966

 純資産合計 38,739,997 40,643,201

負債純資産合計 205,099,710 209,344,475
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項）

 該当事項はありません。

 
(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 (1) 連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間において、M&I HARMONY S.A.は清算手続きが完了したため、連結の範囲から除外し

ています。

 
 (2) 持分法適用の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間において、重要な変更はありません。

 
(会計方針の変更)

(1)収益認識に関する会計基準等

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしています。これにより、

ホテル関連事業セグメントにおけるポイント制度について、従来は、将来にポイントとの交換に要すると見込ま

れる費用を未払費用として計上する方法によっていましたが、当該ポイントが重要な権利を顧客に提供する場

合、履行義務として識別し、収益の計上を繰り延べる方法に変更しています。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高、販売費及び一般管理費に与える影響はいずれも軽微であり、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高

への影響もありません。

さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ていません。

 
(2)時価の算定に関する会計基準

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしています。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　　　該当事項はありません。

 
(追加情報)

前連結会計年度の有価証券報告書の(重要な会計上の見積り)に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広が

り方や収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。

 
(四半期連結損益計算書関係)

　　　該当事項はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

偶発債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っています。
　

保証債務

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

１ M&M SHIPHOLDING S.A. 1,208,494千円 1,195,101千円

２ KMNL LODESTAR SHIPPING B.V. 7,126,008〃 6,903,017〃

３ MIKOM TRANSPORT PTE LTD 4,237,414〃 4,101,953〃

４ COMET GYRO GAS
      TRANSPORT PTE. LTD.

8,001,718〃 7,879,830〃

５ MK REAL ESTATE, INC. 930,814〃 911,330〃

６ M&M SHIPHOLDING PTE. LTD. 7,260,755〃 7,101,806〃

　　　　合計 28,765,204千円 28,093,039千円

（うち、外貨建金額） 211,624千米ドル 216,469千米ドル
 

上記は、各社の船舶建造資金(すべて本船担保付)および運転資金の借入金等に対する借入先等への保証です。外

貨建保証債務の換算は、決算時の為替相場によっています。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりです。
　

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

減価償却費 2,918,805千円 3,421,206千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月15日
取締役会

普通株式 179,941 5.00 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　

 
当第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月14日
取締役会

普通株式 251,917 7.00 2021年３月31日 2021年６月30日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額 合計

外航海運業
ホテル関連

事業
不動産賃貸業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 8,115,622 1,971,224 126,900 10,213,747 ― 10,213,747

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 8,115,622 1,971,224 126,900 10,213,747 ― 10,213,747

セグメント利益又はセグメン
ト損失(△)

717,770 △286,168 75,656 507,258 ― 507,258
 

(注)　セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。
 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

　　　該当事項はありません。
 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額 合計

外航海運業
ホテル関連

事業
不動産賃貸業 計

売上高       

　外部顧客への売上高 9,156,562 603,312 126,452 9,886,327 ― 9,886,327

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 9,156,562 603,312 126,452 9,886,327 ― 9,886,327

セグメント利益又はセグメント
損失(△)

1,129,488 △628,823 78,788 579,453 ― 579,453
 

(注)　セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。
 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

　　　該当事項はありません。
 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認

識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しています。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の売上高に与える影響は軽微です。またセ

グメント利益又は損失に与える影響はありません。
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(金融商品関係)

 四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しています。

 

(有価証券関係)

 四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しています。

 

(デリバティブ取引関係)

 四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しています。

 

(収益認識関係)

 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額 合計

外航海運業
ホテル関連

 事業
不動産賃貸業 計

日本 2,734,380 603,312 124,752 3,462,445 ― 3,462,445

パナマ 660,397 ― ― 660,397 ― 660,397

シンガポール 2,967,935 ― ― 2,967,935 ― 2,967,935

オランダ 2,793,848 ― 1,700 2,795,548 ― 2,795,548

顧客との契約から生じる収益 9,156,562 603,312 126,452 9,886,327 ― 9,886,327

その他の収益 ― ― ― ― ― ―

外部顧客への売上高 9,156,562 603,312 126,452 9,886,327 ― 9,886,327
 

（注）国別の売上高は、売上を計上した国別に分類しています。

 
(１株当たり情報)

 １株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

   １株当たり四半期純利益 1円30銭 13円69銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 42,466 458,766

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益(千円)

42,466 458,766

   普通株式の期中平均株式数(千株) 32,736 33,508
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。
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２ 【その他】

　2021年５月14日開催の取締役会において、2021年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議しました。

　　　　①　配当金の総額　　　　　　　　　 　　 　               251,917千円

　　　　②　１株当たりの金額 　　　　　　　　　　　　　　  　 　　 ７円00銭

　　　　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　 　　　 2021年６月30日

 

EDINET提出書類

明治海運株式会社(E04242)

四半期報告書

15/18



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年８月７日

明治海運株式会社

取締役会  御中

 

神明監査法人

　兵庫県神戸市
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 古　　村　　永　子　郎 印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 角　　橋　　　　実 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている明治海運株式会

社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2021年４月１日から2021年６

月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、明治海運株式会社及び連結子会社の2021年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
 

以　上

 
 

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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